
　この揺れやすさマップは、山崎断層帯（主部北西
部）を震源とする地震が発生した場合の震度分布を
示したものです。
　市内の最大震度は6強と想定されています。

■ 震度と
　 揺れの状況

震度 4

◆耐震性の低い建物の損傷がひど
くなる。

◆耐震性が高い建物でもまれに傾
くことがある。

◆ほとんどの人が驚く。
◆電灯などのつり下げ物が大き
く揺れる。

◆大半の人が恐怖を覚える。
◆棚の食器類や本などが落ちるこ
とがある。
◆固定していない家具が移動した
り不安定な物が倒れたりする。

◆物につかまらないと歩くことが難しい。
◆固定していない家具が倒れることがある。
◆補強されていないブロック塀が崩れること
がある。

◆立っていることが難しい。
◆固定していない家具の大半が移動し倒れる物
もある。ドアが開かなくなることも。
◆壁や窓ガラスが破損し落下することがある。
◆耐震性の低い建物は傾いたり倒れたりするこ
とがある。

◆はわないと動けない。
◆固定していない家具のほとんどが移動
し倒れる物が多くなる。
◆耐震性の低い建物は傾くものや倒れる
ものが多くなる。
◆地割れや地すべり、山腹崩壊が発生す
ることがある。

震度 5 弱

震度 5 強

震度 6 弱

震度 6 強

7震度
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